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Abstract
Daily infection control against COVID-19 infection are causing new skin symptoms on the face and hands. Dermatitis 

and acne due to non-woven masks, which are optimal for prevention, tend to occur easily if the skin barrier function cannot 
be maintained normally. Intractable hand eczema is caused by hand washing and disinfection, and gloves are used for the 
purpose of protection, but treatment is difficult because daily infection control must be continued. If rashes on the face or 
fingers do not heal easily, protective products may be aggravating factors, so a patch test should be performed to find out the 
cause. There is a possibility that irritation and allergic reactions due to new chemical substances have occurred due to chang-
es in lifestyle. In order not to cause skin symptoms, each individual needs to continue appropriate cleansing and moisturizing 
measures according to their own skin quality.
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1. は じ め に

世界的な COVID-19流行に対し自粛生活を強いられた
私達の日常生活は，各国でその規制は異なるもののいま
だに元の生活には戻れない状況である。本邦での感染状
況は東京都下，地方都市を中心に全国の半数以上の地域
でいまだに感染制御ができない状況が続いている。この
ような状況下にあり世界各国で外出規制制限は緩和され
たものの，本邦では不織布マスクの正しい着用，手洗
い，密を避けるといった基本的な感染対策を徹底するこ
とが続けられてきた。コロナ感染やワクチン接種により
得られた免疫の効果は徐々に下がっていくことに加え
て，ウイルス株の変異に対応すべく今後も臨機応変な社
会的対策が必要であろう。国民性に依存するものか，本
邦では多くの人々が積極的に感染防御生活を続けている
が，それに伴うさまざまな障害がある。皮膚障害として
冬季乾燥時期，発汗時期ともに手湿疹悪化やマスク装着
に伴う痒みやざ瘡を訴え患者が受診する。コロナ禍での
皮膚障害の現状を紹介しその対策について考えてみた
い。

2. ウイルス性発疹症

ウイルス感染に伴う皮膚症状としてよく知られるの
は全身に紅斑丘疹を生じる麻疹・風疹・伝染性単核球
症，水疱型としては水痘，単純疱疹，手足口病ウイル
スなどで全身症状とともに皮疹の性状は診断の手掛か
りになる。COVID-19感染による皮膚症状も世界各国で
紹介され約20%の患者に診られるといわれている 1）。皮
膚病変を起こすメカニズムは，ウイルスが血管炎を起こ
す場合と，ウイルスが直接皮膚に関与する場合があると
され，その病変は多彩で，①凍瘡様皮疹型，②蕁麻疹様
皮疹型，③斑状丘疹状発疹型，④水疱性発疹型，⑤点
状出血型，⑥網状病変型などの報告がある 2–4）。さらに
COVID-19感染に対する多岐にわたる薬剤使用により生
じる薬疹との鑑別も必要になる。

3. 感染対策が及ぼす日常生活の障害

COVID-19感染対策により社会生活を全うするにはマ
スク装着なしに行動できなくなり，マスク生活が心身に
及ぼす影響は少なくない。皮膚科医として多くの患者さ
んからマスクによる皮膚障害に対する治療を求められる
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